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エコフィードの実施・利用の実態把握と促進方法の提案 

                              金谷研究室 1312040 和田貴子 

 

１．背景・論点 

 環境問題の解決において，食品産業は重要な分野

である．食品産業から発生する食品廃棄物等の発生

量は，2014 年度現在 1,953 万 t1)である．食品リサイ

クルの再生利用においては，従来，肥料化やメタン

化が幅広く利用されてきた．しかし，肥料化は需要

の時期が偏っており，メタン化は，安全性や地下水

汚染といった問題が懸念されている 2)． 

その解決策として，食品廃棄物の飼料化が注目さ

れている． 畜産業における飼料は約 7 割を海外から

の輸入に依存している 1)．食品廃棄物の飼料化は，

エコフィードと呼ばれ，輸入される飼料の代替とし

て飼料自給率を向上させ，安定した畜産経営を実現

させるための施策の一環として位置付けられる．  

菱谷は，大阪府におけるおからを使用したエコフ

ィードの事業所の収集・運搬方法は様々であるとし

ている 3)．また，入江は，エコフィードを専門に製

造する業者の存在の台頭と優良事例を示した 4)．さ

らに，柳は，経済性が発揮できる流通・販売をどの

ように結びつけるかが，エコフィードの大きな課題

であるとしている 5)．しかし，エコフィード事業所

が原材料を買い取る，あるいは引き渡す条件や，全

国のエコフィード業者についての詳細な研究，畜産

農家に着目した研究はされていない． 

上記以外にも，エコフィードは，認知度の低さや

手間等の問題が既に指摘されている 6)．その解決策

として一般社団法人日本化学飼料協会が定めるエコ

フィード認証制度がある．しかし，2016 年 5 月時点

で，エコフィードを製造している事業者は 349 事業

所，エコフィード認証制度を利用しているのは 25

ヵ所 6)にとどまっている．エコフィード認証を含め

て，エコフィード自体の促進のための，具体的な提

案については未だ解明されていない． 

 

２．研究の目的・意義 

 本研究は，文献調査，アンケート調査により，事

業所が排出する食品廃棄物の回収方法であるエコフ

ィードの実施・利用の実態を把握することを目的 1，

畜産農家のエコフィードの購買促進について考察し，

その方法を提案することを目的 2 とする． 

本研究の意義は，エコフィード促進への参考とな

ることである． 

 

３．研究方法 

 研究の目的を次のよう方法で達成する．  

（1）エコフィード実施事例に関する文献の収集，

ヒアリング調査により，概要を把握した． 

（2）エコフィード認証事業所を対象に予備アンケ

ート調査を行った． 

エコフィード認証事業所 24 ヵ所に電話でアンケ

ート協力を依頼した後，予備アンケート調査票を送

付し，返信があったのは 16 ヵ所，67%である． 

（3）予備アンケート調査を基に，エコフィード実

施事業所（エコフィード認証事業所・エコフィード

未認証事業所）を対象に，本アンケート調査を行っ

た（表 1）．このことから，エコフィードの課題，対

策を把握した． 

エコフィード実施事業所 191 ヵ所に本アンケート

調査票を送付し，返信があったのは 43 ヵ所，23%で

ある． 

（4）本アンケート調査の分析を行い，追加アンケ

ート調査で有効な対策について調査した（表 2）． 

 本アンケート調査で返信のあった 43 ヵ所に追加

アンケート調査票を送付し，返信があったのは 26

ヵ所，60%である． 

（5）養豚農家へアンケート調査を行い，養豚農家

への促進方法を把握した（表 3）． 

抽出した 100 ヵ所に養豚農家へのアンケート調査

票を送付し，返信があったのは 27 ヵ所，27%である． 

（6）以上の結果を分析し，エコフィード促進に向

けた提案を行った． 

 

表 1 本アンケート調査票質問項目（一部抜粋） 

 
 

 表 2 追加アンケート調査票質問項目（一部抜粋） 

 
 

表 3 養豚農家のアンケート調査票質問項目 

（一部抜粋） 

 

項目区分 回答方式

エコフィード施設 問2 取り組み始めた理由 選択式

飼料化後 問11 畜産農家の給与対象の種類と数 記述式

問13 自社のエコフィードの課題 選択式

問15 課題に対して、現在検討中の対策 記述式

エコフィード 認証 問22 エコフィード未認証の詳細な理由 選択式

質問項目

課題と対策

選択番号 選択肢

a はい

b いいえ

c その他

d 該当課題がない

a すぐに実施可能

b 準備期間があれば実施可能

c 実施は困難

d すでに実施済みで解決済み

e すでに実施済だが未解決

f その他

g 解決方法にならない

h 該当課題がない

問5

問6

質問項目

各対策を実施する
ことで解決可能か

これらの対策は
実施可能か

対象者 回答方式

全員 問1 エコフィードを利用の有無 選択式

問7 エコフィードの認知度 選択式

問8 現在利用していない理由 選択式

質問項目

エコフィード
利用未経験者
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４．結果及び考察 

（1）エコフィードの実施・利用の実態把握（目的 1） 

1）エコフィード実施の実態把握 

 

表 4 エコフィードの開始理由 （n=41）  

（複数回答可） 

 
 
 

表 5 エコフィード未認証の理由 （n=10） 

 
 

 
表 6 課題（n=34）と現在検討している対策 （n=24）  

（複数回答可） 

 
 

表 4 から，エコフィードの開始理由として，最も

多かった理由は「環境保全のため」，「コスト削減の

ため」であり，47.5%と半数近くを占めている．そ

の内訳は，純粋に「環境保全のため」と答えた事業

所は 3 件で 7.3%と少なかった．「外部アピールにな

る」等を始め，他の選択肢と併せて選択している事

業所は 32.1%となった．「環境保全のため」は理由の

一つとして挙げているだけだと分かった． 

給与対象の家畜は，複数回答可で 40 件の回答があ

った．そのうち，「豚」と回答した事業所が 31 件で

回答率は 93.9%と，大多数を占めている．「牛」と回

答した事業所は 19 件で回答率 57.6％，「鶏」と回答

した事業所が 2 件で回答率 6.1％であった．「鶏」と

「豚」，「豚」と「牛」と回答している事業所があり，

2 種類の家畜に与えることのできるエコフィードも

あった． 

エコフィード認証の有無に関して，「無（これまで

も無）」が 31 件（79.5%），「有（申請中を除く）」が

6 件（15.4%），「有（申請中）」と「無（以前は有）」

が 1 件（2.6%）であった．表 5 から，認証を受けな

い理由は，「イメージ的なメリットがない」が最も多

く，エコフィード認証の「手続きが面倒である」と

いう回答が目立つ． 

表 6 から，エコフィード実施事業所で多かった課

題と現在検討している対策は，以下の通りである．

まず，課題「生産の簡略化が困難である」に関して

は，「飼料化方法を見直す」という対策が検討されて

いる．課題「自社においてコスト削減が出来ない」

に関しては，「飼料化方法を見直す」，「業務提携」と

いった案ある．次に，「食品廃棄物排出元が異物混入

防止等に協力してくれない」という課題に対しては，

「食品廃棄物排出元に説明・指導を行う」を行う，

異物混入の際「取引中止」するという対策が検討さ

れている．「製品の受入先が少ない」という課題に関

しては「給与対象家畜の増加」という案がある． 

2）エコフィード利用の実態把握 

回答のあった 26 件の養豚農家のうち，エコフィー

ドを「一度も利用したことがない」と回答したのは

回答数21件で回答率 80.8%と，大多数であった． 「利

用している」と回答した養豚農家は 4 件で 15.4％，

「以前利用していた」養豚農家は 1 件の 3.8％あった． 

エコフィードの認知度に関して，回答のあった 22

件のうち，「知っている」と回答した養豚農家は 19

件で 85.7%となった．「聞いたことはある」と回答し

た養豚農家 2 件（9.5%）と合わせると 95%以上とな

り，かなり認知度は高いと言える．「知らない」と回

答した養豚農家は 1 件で 4.5％となった． 

 

表 7 現在エコフィードを利用しない理由（n=19） 

（複数回答可） 

 

 

表 7 から，エコフィードを利用しない理由につい

て，「飼料の品質や栄養面が不安定である」，「肉質が

低下する恐れがある」，「加工する労働力が足りない」

の回答が多い．なお，「その他」の回答として，「種

選択肢 回答数 回答率

環境保全のため 19 47.5%

コスト削減のため 19 47.5%

事業開始の目的 11 27.5%

外部へのアピールになる 9 22.5%

販売先からの要望である 4 10.0%

消費者からの要望である 4 10.0%

肉質が改善する 4 10.0%

家畜の健康増進のため 3 7.5%

その他 12 30.0%

選択肢 回答数 回答率

イメージ的なメリットがない 6 60.0%

手続きが面倒である 4 40.0%

費用が高い 3 30.0%

成分の均一化が困難である 2 20.0%

廃棄物量が不安定である 2 20.0%

課題 現在検討している対策 回答者

機械化（1） P社

飼料設計・見直し（1） E社

飼料化方法を見直す（1） I社

飼料設計・見直し（1） E社

業務提携（1） A社

設備導入・投資・改善（1） B社

有価売却（1） L社

食品廃棄物排出元に説明・指導を行う（1） H社

資格取得（1） D社

設備導入・投資・改善（1） E社

入荷制限・取引中止（2） H社・O社

飼料設計・見直し（1） U社

製品の受入先が少ない（9） 給与対象家畜の増加（1） C社

飼料設計・見直し（1） G社

飼料化方法を見直す（1） L社

食品廃棄物排出元が少ない（4） 処理料金の見直し（1） AA社

飼料化方法を見直す（1） L社

カサ増し（1） U社

高付加価値化が困難である（2） なし

設備投資（2） J社・M社

勉強（1） F社

原料の確保（1） G社

入荷制限（1） G社

終売（1） J社

情報収集・営業活動（1） K社

飼料開発（1） S社

生産の簡略化が
困難である（11）

自社において
コストの削減が出来ない（10）

食品廃棄物排出元の飼料が

均一でない（5）

良質な飼料作りが
困難である（3）

その他（13）

食品廃棄物排出元が
異物混入防止等に
協力してくれない（9）

選択肢 回答数 回答率
飼料の品質や栄養面が不安定である 12 63.2%

肉質が低下する恐れがある 11 57.9%

飼料を加工する労働力が足りない 10 52.6%

飼料の量の調節が大変である 9 47.4%

飼料の安全性に問題を感じる 8 42.1%

コストが変わらない、増加する可能性である 5 26.3%

消費者が購入してくれない可能性がある 5 26.3%

家畜が食べない可能性がある 4 21.1%

その他 9 47.4%
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豚生産農場である」が 4 件あった．その補足回答と

して，「種豚は日本養豚協会の規定に基づいた検定飼

料の配合飼料を使用しなければならない」とあった．

このことから，エコフィードは種豚には利用できず，

肥育豚（肉豚）には利用可能だと分かった．  

（2）畜産農家のエコフィードの購買促進について

考察し，その方法を提案すること（目的 2） 

 本アンケート調査の現在検討している対策・実施

している対策で複数の回答があった「業務提携」，「飼

料化方法を見直す」，「食品廃棄物排出元に説明・指

導を行う」，「異物混入の際 取引中止」を対策例とし

て挙げ，それが解決可能，実施可能な対策かを調査

した．「エコフィード認証」に関しては，国が勧めて

いるということで特別に対策例に付け加えた． 

「解決可能性」，「実施可能性」の定義は以下の通

りである．表 2 の問 5 の選択肢で，「解決可能性」

＝a「はい」÷「全体回答数」，表 2 の問 6 の選択肢

で，「実施可能性」＝「実施可能」（a「すぐに実施可

能」＋b「準備期間があれば実施可能」＋d「すでに

実施済みで解決済み」）÷「全体回答数」である．な

お，両者とも全体回答数には「該当課題がない」と

答えた回答数を除いている． 

また，「解決可能性が高い」＝「解決可能」と答え

た事例数が複数かつ「解決可能性」の割合が 50%以

上，「実施可能性が高い」＝「実施可能」と答えた事

例数が複数かつ「実施可能性」の割合が 50%以上，

「解決可能性がやや高い」＝「解決可能」と答えた

事例数が複数かつ「解決可能性」の割合が 25%以上，

「実施可能性がやや高い」＝「実施可能」と答えた

事例数が複数かつ「実施可能性」の割合が 25%以上，

と定義した． 

その上で，「有効な対策」＝「解決可能性が高い」

かつ「実施可能性が高い」，「比較的有効な対策」＝

「解決可能性がやや高い」かつ「実施可能性がやや

高い」と定義した．これに加え，「解決可能性」ある

いは「実施可能性」のどちらか一方が「高い」場合

も「比較的有効な対策」に含める．  

 以下，「解決可能性」または「実施可能性」が高い

対策はオレンジ色で，「解決可能性」または「実施可

能性」がやや高い対策は薄い黄色で示す． 

 

表 8 課題の解決可能性 （n=12） 

 

表 9 課題に対する対策例の実施可能性 （n=10） 

 

 

表 8，表 9 から，以下のことが分かった． 

1）課題「食品廃棄物排出元の飼料（水分）が均一

でない」に対して，実施可能性がやや高い対策が，

「食品廃棄物排出元に説明・指導を行う」である． 

2）課題「貴社において良質な飼料作りが困難であ

る」・「食品廃棄物排出元が異物混入防止等に協力し

てくれない」・「エコフィードに協力してくれる食品

廃棄物排出元が少ない」に対して，実施可能性がや

や高いのが，「業務提携」，「食品廃棄物排出元に説

明・指導を行う」である． 

3）課題「製品の受け入れ先が少ない」・課題「設備

の老朽化やそれに伴う修繕費が高額である」・課題

「良質な原材料の確保あるいは拡大が困難である」

に対して，実施可能性がやや高い対策はない． 

4）課題「商品（精肉）の高付加価値化が困難であ

る」に対して，実施可能性が高いのが「飼料化方法

を見直す」である． 

5）課題「自社においてコストの削減が出来ない」・

「生産の簡略化（手間を省くこと）が困難である」

に対して，実施可能性がやや高いのが「飼料化方法

を見直す」である． 

6）解決可能性が高く，実施可能性が高い対策はな

いことから，有効な対策はない．比較的有効な対策

は，課題「食品廃棄物排出元の飼料（水分）が均一

でない」・「自社において良質な飼料作りが困難であ

る」・「食品廃棄物排出元が異物混入防止等に協力し

てくれない」に対して，「食品廃棄物排出元に説明・

指導を行う」である．課題「エコフィードに協力し

てくれる食品廃棄物排出元が少ない」に対して，「業

務提携」，「食品廃棄物排出元に説明・指導を行う」

である．課題「商品（精肉）の高付加価値化が困難

である」・「自社においてコストの削減が出来ない」・

「生産の簡略化（手間を省くこと）が困難である」

に対して，「飼料化方法を見直す」である． 

エコフィードの未利用養豚農家の，エコフィード

の利用の検討要素は，「説明会・勉強会等，畜産農家

がより深く知る機会がある」，「海外飼料よりも常に

安価である」，「一般消費者もエコフィードについて

理解が深まる」が同率で 3 件（33.3%）である．「エ

コフィード認証制度を利用する」は 1 件（11.1%），

　　　　　　　　　　　　　　　　　対策
課題

業務提携
飼料化方法を
見直す

食品廃棄物排出元に
説明・指導を行う

異物混入の際
取引中止

エコフィード認証

食品廃棄物排出元の
飼料(水分)が均一でない 40% 43% 40% 33% 0%

自社において良質な
飼料作りが困難である

14% 33% 43% 33% 0%

食品廃棄物排出元が異物混入
防止等に協力してくれない

17% 0% 86% 33% 0%

エコフィードに協力してくれる
食品廃棄物排出元が少ない

33% 0% 71% 33% 0%

製品の受け入れ先が少ない 83% 67% 50% 0% 33%
商品(精肉)の高付加

価値化が困難である
33% 33% 50% 0% 0%

自社においてコストの
削減が出来ない

67% 56% 63% 33% 17%

生産の簡略化(手間を省く

こと)が困難である
60% 43% 57% 20% 20%

設備の老朽化やそれに伴う
修繕費が高額である

67% 0% 43% 17% 17%

良質な原材料の確保
あるいは拡大が困難である

60% 20% 50% 20% 25%

　　　　　　　　　　　　　　　　　対策
課題

業務提携
飼料化方法を
見直す

食品廃棄物排出元に
説明・指導を行う

異物混入の際
取引中止

エコフィード認証

食品廃棄物排出元の
飼料(水分)が均一でない 0% 20% 33% 0% 0%

自社において良質な
飼料作りが困難である

33% 20% 40% 0% 0%

食品廃棄物排出元が異物混入
防止等に協力してくれない

33% 0% 33% 20% 0%

エコフィードに協力してくれる
食品廃棄物排出元が少ない

33% 20% 40% 20% 0%

製品の受け入れ先が少ない 20% 0% 0% 0% 0%
商品(精肉)の高付加

価値化が困難である
25% 50% 0% 0% 0%

自社においてコストの
削減が出来ない

0% 29% 0% 0% 0%

生産の簡略化(手間を省く

こと)が困難である
17% 29% 0% 0% 0%

設備の老朽化やそれに伴う
修繕費が高額である

0% 17% 0% 0% 0%

良質な原材料の確保
あるいは拡大が困難である

17% 0% 20% 20% 0%



iv 

 

「その他」が 4 件（44.4%）となった． 

 

５．結論 

（1）エコフィードの実施・利用の実態把握（目的 1） 

1）エコフィードの実態把握について 

エコフィードを開始した理由として，最も多かった回

答は「環境保全のため」であり，全体の半数近くを

占めている．近年開始したことに関係していると考

える．ただし，「環境保全のため」は理由の一つとし

て挙げているだけだと分かった． 

エコフィードの給与対象の家畜は「豚」が大多数

を占めている．豚は雑食のため，牛や鳥と比較して，

ほとんどものを食べる．そのため，エコフィードに

適していると考える．  

また，エコフィード認証を受けていない事業所が

大多数であった．認証を受けない理由は，「イメー

ジ的なメリットがない」，エコフィード認証の「手

続きが面倒である」という回答があり，エコフィー

ド認証は手間やコストがかかる割には，得られる効

果が少ないと認識されている． 

エコフィード実施事業所の課題と現在検討してい

る対策については，以下の通りである．課題「生産

の簡略化が困難である」に関しては，「飼料化方法を

見直す」ことを検討している．課題「自社において

コスト削減が出来ない」に関しては，「飼料化方法を

見直す」，「業務提携」を行うといった案も挙げられ

る．次に，「食品廃棄物排出元が異物混入防止等に協

力してくれない」という課題に対しては，「食品廃棄

物排出元に説明や指導を行う」，異物混入の際「取引

中止」するという対策がある．上述の課題は，エコ

フィードのメリットに関して理解がない故なのかも

しれない．消費者目線で上手く PR することで，食

品廃棄物排出元や畜産農家も協力してくれるように

なるのではないだろうか．最後に，「製品の受入先が

少ない」という課題に関しては「給与対象家畜の増

加」という対策が挙げられる． 

2）エコフィードの利用実態について 

エコフィードの利用は，「一度も利用したことがな

い」が大多数であった．エコフィード未利用者はそ

もそもエコフィードとは何かを知っているのかにつ

いては，「知っている」，「聞いたことはある」を合わ

せると 95%以上となり，かなり認知度は高いと言え

る．エコフィードが何か知っているにも関わらず利

用していない理由は，「飼料の品質や栄養面が不安定

である」，「肉質が低下する恐れがある」の割合が高

く，家畜に負の影響を及ぼすものと，認知されてい

ることが分かった．また， 「加工する労働力が足り

ない」の回答も多く，小規模経営や高齢化の問題が

背景にあると考える． 

（2）畜産農家のエコフィードの購買促進について

考察し，その方法を提案すること（目的 2） 

比較的有効な対策は，「業務提携」，「食品廃棄物排

出元に説明・指導を行う」，「飼料化方法を見直す」

である．具体的には，課題「自社において良質な飼

料作りが困難である」・「食品廃棄物排出元が異物混

入防止等に協力してくれない」に対して，「食品廃棄

物排出元に説明・指導を行う」である．課題「商品

（精肉）の高付加価値化が困難である」に対して，

「業務提携」，「食品廃棄物排出元に説明・指導を行

う」である．課題「自社においてコストの削減が出

来ない」・「生産の簡略化（手間を省くこと）が困難

である」に対して，「飼料化方法を見直す」である． 

エコフィードの利用検討要素については，「説明

会・勉強会等，畜産農家がより深く知る機会がある」

等といった回答から，畜産農家や一般消費者への説

明会・勉強会が促進方法となると考える． 

（3）本研究全体を通しての考察 

 本研究をするにあたって，エコフィード実施事業

所と食品廃棄物排出元，畜産農家に関する課題とそ

の対策例を提示するまで至った．しかしながら，対

策の実施可能性について回答数が集まらず，全ての

課題に対する対策の提案には至らなかった． 

（4）今後の課題 

本研究では，エコフィードの給与対象の多くが豚

であったが，牛や鶏を給与対象としたエコフィード

の詳細については把握していない．そのため，今後

の課題として，豚以外へのエコフィードの促進方法

について解明する必要がある． 

また，消費者が進んでエコフィードを購入する提

案も出来ていない．消費者がエコフィードを購入す

ると，畜産農家の購買を促進に繋がると考える．そ

のため今後の課題として，消費者がエコフィードに

関心を持つ仕組みを作る必要もあると考える．   
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